
大
愚
良
寛
と
『
妙
法
蓮
華
経
』

新

田

立早

一　
序

峯
の
色
谷
の
響
も
皆
な
が
ら
吾
が
釈
迦
牟
尼
の
声
と
姿
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　

　

こ
れ
は
日
本
曹
洞
宗
開
祖
永
平
道
元
（
一
二
〇
〇
1
五
三
）
の
「
題
法
華

経
」
と
い
う
詞
書
を
も
つ
和
歌
五
首
の
う
ち
の
一
首
で
あ
る
。
『
法
華
経
』
は

天

台
宗
と
日
蓮
宗
と
の
根
本
聖
典
で
あ
る
が
、
「
不
立
文
字
、
教
外
別
伝
、
直

指
人
心
、
見
性
成
仏
」
を
標
榜
す
る
禅
宗
で
は
読
ま
れ
る
こ
と
が
殆
ど
無
い

（
例
外
は
「
観
世
音
菩
薩
普
門
品
」
く
ら
い
だ
ろ
う
）
。
し
か
し
叡
山
で
出
家
し
、

学
ん
だ
経
験
を
も
つ
道
元
禅
師
は
『
法
華
経
」
を
極
め
て
重
視
し
た
。
そ
の
背

後
に
彼
独
自
の
法
華
経
理
解
が
控
え
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
無
い
o

　

そ
し
て
こ
こ
に
も
う
一
人
『
法
華
経
』
に
参
じ
た
禅
僧
が
い
る
。
江
戸
時
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
コ
コ

後
期
の
曹
洞
宗
の
僧
良
寛
（
一
七
五
八
－
1
八
三
一
）
で
あ
る
。
但
し
こ
の

規
定
に

は
此
二
か
問
題
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
良
寛
は
寺
も
も
た
ず
宗
門
と
も
関

大
愚
良
寛
と
『
妙
法
蓮
華
経
』
（
新
田
）

わ

ら
ず
、
一
切
の
宗
派
を
超
脱
し
て
、
一
沙
門
と
し
て
生
き
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
生
涯
は
彼
の
漢
詩
に
も
あ
る
よ
う
に
「
任
運
騰
々
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
良

寛
が

『
法
華
経
」
を
重
視
し
た
証
拠
は
幾
つ
も
あ
る
。
先
ず
、
良
寛
の
晩
年
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ち
す

交
流
の
あ
っ
た
貞
心
尼
の
『
蓮
の
露
』
の
中
に
は
、
良
寛
の
「
身
ま
か
り
し
跡
」

に

残
っ
た
物
は
、
僅
か
に
「
師
よ
り
さ
つ
か
り
し
血
脈
と
い
ふ
も
の
と
、
法
華

経
一
ま
き
入
り
た
り
し
何
ふ
く
ろ
と
か
い
ふ
物
の
み
」
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て

い

る
。
次
に
、
良
寛
は
斎
藤
源
右
衛
門
に
宛
て
た
或
る
手
紙
の
中
で
、
長
男
法

要
の

供

物
を
貰
っ
た
礼
を
述
べ
た
後
、
F
法
華
経
を
読
請
し
て
回
向
す
る
と
て

　
方
便
品
の
十
方
仏
土
中
　
唯
有
一
乗
法
無
二
亦
無
三
と
い
ふ
処
に
い
た
り
て

　
　
　
　
　
　
し
つ
　
て

　

う
た
が
ふ
な
六
出
の
花
も
法
の
色
一
と
書
い
て
い
る
。
「
方
便
品
」
引
用
句

の

直
前
に
、
「
一
偏
を
聞
か
ば
、
皆
成
仏
せ
ん
こ
と
疑
な
し
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
察
す
る
に
、
今
降
っ
て
い
る
雪
（
六
出
の
花
）
の
よ
う
に
清
ら
か
な
仏
法
に

よ
っ
て
、
あ
な
た
の
長
男
の
成
仏
は
疑
い
な
い
と
慰
め
た
の
で
あ
ろ
ち
㏄
ま

た
、
「
そ
の
夜
は
法
華
経
を
読
請
し
て
有
縁
無
縁
の
童
に
回
向
す
と
て
」
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
り
　
　
は
ち
す

う
詞
書
を
も
つ
、
F
知
る
知
ら
ぬ
い
ざ
な
ひ
た
ま
へ
御
仏
の
法
の
蓮
の
花
の
う

一
九
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て

な
に
」
と
い
う
短
歌
も
あ
る
。
そ
う
し
た
夜
を
良
寛
は
幾
夜
も
過
し
た
は
ず

で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
良
寛
は
経
典
を
読
諦
し
回
向
す
る
場
合
に
は
い
つ
も

『
法
華
経
』
を
用
い
て
い
る
。
更
に
は
、
『
法
華
経
』
各
品
の
教
え
を
解
り
易
く

説
い

た

和
歌

も
幾
首
か
作
っ
て
い
る
。
だ
が
、
良
寛
と
『
法
華
経
」
と
の
関
係

を
考
察
す
る
上
で
最
も
重
要
な
の
は
、
や
は
り
『
法
華
転
』
と
『
法
華
讃
」
と

で

あ
る
。
こ
れ
ら
は
『
法
華
経
」
二
十
八
品
の
各
品
に
漢
詩
に
よ
る
讃
偏
を
つ

け
、
更
に
著
語
し
た
も
の
で
あ
り
、
良
寛
の
禅
学
の
深
さ
が
滲
み
出
た
著
述
で

あ
る
。
全
六
十
八
首
の
『
転
』
と
全
百
二
十
二
首
の
『
讃
』
と
の
関
係
等
に
つ

い

て

は
後
述
す
る
が
、
そ
の
『
讃
』
の
最
後
に
一
，
摘
筆
・
」
と
題
し
た
次
の
詩
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
へ
　
て

あ
る
。
「
我
法
華
讃
を
作
る
、
都
来
一
百
二
。
羅
列
し
て
這
裏
に
在
り
、
時
々

須

く
熟
視
す
べ
し
。
視
る
時
容
易
に
す
る
こ
と
勿
れ
、
句
々
深
意
有
り
。
一
念

若
し
能
く
契
わ
ば
、
直
下
に
仏
地
に
至
ら
ん
。
」

　

［
直
下
に
仏
地
に
至
ら
ん
」
と
は
並
々
な
ら
ぬ
自
信
だ
が
、
そ
れ
を
支
え
て

い
た

の

は
”
仏
と
し
て
生
き
て
い
る
”
と
い
う
自
覚
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の

自
覚
こ
そ
、
宗
祖
道
元
の
仏
法
を
忠
実
に
継
承
す
る
も
の
で
あ
っ
た
D
事
実
、

道
元
の

『
正
法
眼
蔵
」
に
は
「
法
華
転
法
華
」
と
い
う
巻
が
あ
る
。
、
問
題
は
、

良
寛
が
道
元
仏
法
の

枠
内
に
留
ま
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
れ
を
も
更
に
超
え

出
た
の
か
で
あ
る
。

二
　
道
元
の

「
法
華
転
法
華
」

九
四

　
道
元
が

『
法
華
経
」
を
重
ん
じ
た
こ
と
は
和
歌
や
漢
詩
な
ど
に
も
明
ら
か
だ

が
、
彼
の
法
華
経
観
を
見
る
上
で
重
要
な
の
は
や
は
り
『
眼
蔵
」
で
あ
る
．
。
例

え
ば
「
帰
依
仏
法
僧
宝
」
巻
に
は
こ
う
あ
る
。
「
法
華
経
は
、
諸
仏
如
来
一
大

事
の
因
縁
な
り
。
大
師
釈
尊
所
説
の
諸
経
の
な
か
に
は
、
法
華
経
こ
れ
人
⊥
な

り
、
大
師
な
り
。
余
経
・
余
法
は
、
み
な
こ
れ
法
華
経
の
臣
民
な
り
、
春
属
な

り
o
法
華
経
中
の
所
説
、
こ
れ
ま
こ
と
な
り
。
余
経
中
の
所
説
、
み
な
方
便
を

帯
せ
り
、
ほ
と
け
の
本
意
に
あ
ら
ず
。
余
経
中
の
説
を
き
た
し
て
、
法
華
に
比

校

し
た
て
ま
つ
ら
ん
、
こ
れ
逆
な
る
べ
し
。
法
華
の
功
徳
力
を
か
う
ぶ
ら
ざ
れ

は
、
余
経
あ
る
べ
か
ら
ず
。
余
経
は
、
み
な
法
華
に
帰
投
し
た
て
ま
つ
ら
ん
こ

と
を
ま
つ
な
り
。
」
だ
が
、
「
諸
仏
如
来
一
大
事
の
因
縁
」
と
は
何
か
。
か
く
し

て

我
々
は
「
法
華
転
法
華
」
巻
を
開
か
ざ
る
を
え
な
い
。

　

こ
の
巻
名
は
中
国
禅
宗
第
六
祖
慧
能
の
「
心
迷
法
華
転
、
心
悟
転
法
華
」
と

い

う
偶
に
由
来
す
る
。

　

そ
の
因
縁
は
こ
う
で
あ
る
。
六
祖
の
会
下
に
法
達
と
い
う
僧
が
来
て
、
私

は
法
華
経
を
三
千
部
も
読
諦
し
ま
し
た
」
と
誇
ら
し
げ
に
言
う
。
⊥
ハ
祖
は
、

rた
と
え
一
万
部
に
及
ぶ
と
も
、
経
の
真
義
を
会
得
し
な
け
れ
ば
、
自
ら
の
過

ち
を
知
る
こ
と
さ
え
で
き
ま
い
」
と
応
じ
る
。
法
達
、
［
私
は
愚
鈍
で
す
。
こ

れ

ま
で
は
た
だ
文
字
に
任
せ
て
読
ん
で
き
た
だ
け
で
す
。
ど
う
し
て
そ
の
宗
趣



が

解
り
ま
し
ょ
う
。
」
六
祖
、
「
試
し
に
一
度
読
ん
で
み
よ
。
汝
の
た
め
に
解
説

し
よ
う
。
」
そ
こ
で
法
達
は
読
み
始
め
た
が
、
「
方
便
品
」
ま
で
来
た
時
に
、
六

祖

は
「
そ
こ
で
止
め
な
さ
い
。
こ
の
経
は
因
縁
出
世
（
仏
が
こ
の
世
に
出
現
さ

れ

た
因
縁
）
を
宗
旨
と
し
て
い
る
。
多
く
の
警
喩
が
説
か
れ
て
は
い
て
も
、
そ

れ

以
上
に

は
出
な
い
。
因
縁
と
は
何
か
と
言
え
ば
、
た
だ
一
大
事
と
い
う
こ
と

で

あ
る
。
一
大
事
と
は
即
ち
仏
知
見
（
仏
の
智
慧
）
で
あ
り
、
仏
知
見
と
は
開

示
悟
入
（
悟
り
）
で
あ
る
。
こ
れ
が
自
ず
か
ら
仏
知
見
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ

り
、
衆
生
各
人
が
已
に
仏
の
知
見
を
具
え
、
既
に
仏
な
の
で
あ
る
。
汝
は
信
ず

る
が
よ
い
、
仏
知
見
と
は
汝
の
自
心
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
（
仏
知
見
者
、
只

汝
自
心
）
。
」
と
言
い
、
「
心
迷
え
ば
法
華
に
転
ぜ
ら
れ
、
心
悟
れ
ば
法
華
を
転

ず
。
調
す
る
こ
と
久
し
き
に
わ
た
る
と
も
、
己
を
明
ら
め
ざ
れ
ば
、
法
華
の
本

義
に
背
き
、
却
っ
て
法
華
の
敵
と
な
る
。
無
念
の
念
（
念
い
に
執
わ
れ
ぬ
念
い
）

は

正

し
く
、
有
念
の
念
は
邪
と
な
る
。
有
念
に
も
無
念
に
も
執
わ
れ
な
け
れ
は
、

永
遠
に
一
仏
乗
の
大
白
牛
車
に
乗
り
続
け
る
。
」
と
い
う
偶
を
示
し
た
。

　
以

上
を
承
け
て
道
元
は
、
六
祖
の
「
心
迷
法
華
転
、
心
悟
転
法
華
」
の
偶
を

中
心
に
、
独
自
の
参
学
眼
を
以
て
、
『
法
華
経
』
の
眼
目
と
そ
の
受
用
と
を
経

全
巻
の
要
文
を
自
在
に
駆
使
し
な
が
ら
説
示
す
る
。
一
般
的
に
見
れ
ば
心
迷
は

悪
、
心
悟
は
善
だ
が
、
道
元
は
そ
う
は
見
な
い
。
彼
は
迷
も
悟
も
仏
知
見
・
法

華
の
現
成
と
考
え
る
。
事
実
、
こ
の
「
法
華
転
法
華
」
巻
は
「
十
方
仏
土
中
者
、

法
華
の
唯
有
な
り
」
で
始
ま
る
。
こ
れ
は
『
法
華
経
』
「
方
便
品
」
の
「
十
方

仏
土
中
、
唯
有
一
乗
法
」
の
独
自
な
読
み
換
え
で
、
二
乗
三
乗
、
小
乗
大
乗
を

　
　
　
　
　
　
大
愚
良
寛
と
「
妙
法
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華
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』
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新
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）

超
越
し
た
一
乗
法
は
法
華
そ
の
も
の
で
あ
り
、
尽
十
方
世
界
は
唯
有
、
即
ち
唯

仏

与
仏
の
仏
土
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
同
巻
で
、
道
元
が
「
西
天
竺
・
東
震
旦

に

い

た
る
、
1
。
方
仏
上
中
な
り
。
三
十
三
祖
大
鑑
禅
師
（
慧
能
）
に
い
た
る
も
、

す

な
は
ち
究
尽
に
て
あ
る
唯
仏
一
乗
法
な
り
。
」
と
述
べ
る
の
も
、
普
通
に

「
十
方
仏
土
の
中
に
、
唯
だ
一
乗
法
の
み
有
り
」
と
読
め
ば
仏
土
と
一
乗
法
と

が

各
別
と
な
る
催
れ
が
あ
る
た
め
、
経
文
を
二
分
し
て
、
尽
十
方
世
界
が
法
華

の

唯
有
一
乗
法
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
尽
十
方
世
界
と
法
華
一
乗
と

が

ま
っ
た
く
同
l
で
あ
る
こ
と
を
『
法
華
経
』
の
真
義
と
捉
え
た
か
ら
で
あ
る
。

道
元
自
身
の
「
現
成
公
案
一
、
『
法
華
経
』
で
言
え
ば
「
諸
法
実
相
」
「
如
是
」

で
あ

る
。
そ
し
て
道
元
は
六
祖
の
偶
「
心
迷
法
華
転
」
の
「
法
華
転
」
も
こ
れ

を
直
指
し
た
も
の
だ
と
見
る
。
そ
れ
ゆ
え
森
羅
万
象
の
一
々
が
法
華
・
真
如
の

現
成
で
あ
り
、
山
も
水
も
桃
花
も
翠
竹
も
各
々
の
差
別
相
そ
の
ま
ま
に
法
華
の

現
成
で
あ
る
。
同
様
に
、
迷
も
悟
も
法
華
の
真
如
実
相
の
働
き
に
転
ぜ
ら
れ
、

受
用
せ
ら
れ
て
現
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
道
元
は
、
「
い
は
ゆ
る

法

華
・
転
と
い
ふ
は
、
心
迷
な
り
。
心
迷
は
、
す
な
は
ち
法
華
転
な
り
。
し
か
あ

れ

ば

す

な
は
ち
、
心
迷
は
法
華
に
転
ぜ
ら
る
る
な
り
。
そ
の
宗
趣
は
、
心
迷
た

と
ひ
万
象
な
り
と
も
、
如
是
相
は
法
華
に
転
ぜ
ら
る
る
な
り
。
」
と
述
べ
て
い

る
。　

法
華
よ
り
現
成
（
法
華
転
）
し
た
事
象
の
一
々
を
究
尽
す
る
（
参
究
し
尽
す
）

こ
と
を
「
転
法
華
」
（
法
華
を
転
ず
）
と
い
う
。
「
心
悟
転
法
華
」
と
は
こ
の
こ

と
を
意
味
す
る
。
だ
が
、
法
華
（
心
悟
）
を
転
じ
た
と
し
て
も
法
華
以
外
の
何

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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か

に

転
ず
る
わ
け
で
は
な
い
。
「
能
転
・
所
転
と
い
ふ
と
も
、
　
一
仏
乗
な
り
」
、

つ

ま
り
転
法
華
も
ま
た
法
華
で
あ
る
。
六
祖
が
「
仏
知
見
者
、
只
汝
自
心
」

（
仏
知
見
は
、
只
だ
汝
が
自
心
な
り
）
と
示
し
た
よ
う
に
、
迷
悟
は
自
心
（
仏

心
）
の
働
き
で
あ
る
か
ら
、
境
に
執
わ
れ
れ
は
迷
と
な
り
、
境
へ
の
執
著
を
離

れ
れ
ば

悟

と
な
る
だ
け
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
自
心
そ
の
も
の
は
不
生
不
滅
・
不

増
不
減

で

あ
る
。
即
ち
、
自
心
は
無
自
性
空
で
あ
り
、
空
な
る
が
ゆ
え
に
迷
悟

と
い
う
法
華
の
働
き
は
無
擬
自
在
で
あ
っ
て
、
そ
の
無
磯
自
在
の
働
き
を
ま
た

法
華
と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
道
元
は
、
「
心
悟
法
華
転
と
い
ふ
は
、
法
華

を
転
ず
る
と
い
ふ
な
り
。
い
は
ゆ
る
、
法
華
の
、
わ
れ
ら
を
転
ず
る
ち
か
ら
究

尽
す

る
と
き
に
、
か
へ
り
て
み
ず
か
ら
を
転
ず
る
如
是
力
を
現
成
す
る
な
り
。

こ
の
現
成
は
転
法
華
な
り
。
従
来
の
転
、
い
ま
も
さ
ら
に
や
む
こ
と
な
し
と
い

へ
ど
も
、
お
の
ず
か
ら
か
へ
り
て
法
華
を
転
ず
る
な
り
。
」
と
言
う
。
「
わ
れ
ら

を
転
ず
る
ち
か
ら
」
即
ち
「
心
迷
」
を
究
尽
す
る
時
、
実
体
と
し
て
の
心
迷
は

無

く
、
空
な
り
と
知
る
。
そ
し
て
空
な
り
と
知
る
時
、
却
っ
て
そ
の
究
尽
が
み

ず
か

ら
法
華
を
転
ず
る
と
い
う
の
で
あ
る
、
そ
れ
ゆ
え
、
心
迷
も
心
悟
も
法
華

転
も
転
法
華
も
法
華
自
身
の
能
転
所
転
で
あ
る
か
ら
、
迷
を
転
じ
て
悟
と
為
す

わ

け
で
は
な
い
。
迷
に
対
す
る
悟
、
自
に
対
す
る
他
の
二
見
を
超
脱
し
て
一
如

を
究
尽
す
る
こ
と
が
法
華
で
あ
り
、
実
相
・
真
如
な
の
で
あ
る
．
、
ゆ
え
に
同
巻

の

結
語

で
、
道
元
は
「
心
迷
法
華
転
、
心
悟
転
法
華
、
究
尽
能
如
是
、
法
華
転

法

華
（
心
迷
は
法
華
転
な
り
、
心
悟
は
転
法
華
な
り
、
究
尽
な
る
こ
と
能
く
是

の

如
く
な
ら
ば
、
法
華
の
法
華
・
を
転
ず
る
な
り
）
。
か
く
の
ご
と
く
供
養
、
恭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
六

敬
、
尊
重
、
讃
歎
す
る
、
法
華
是
法
華
な
る
べ
し
。
」
と
説
く
の
だ
が
、
こ
こ

で
重

要
な
の
は
「
法
華
是
法
華
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
「
転
」
と
言
え
ば
能

所
の
二
見
に
陥
る
催
れ
が
あ
る
。
「
是
」
は
こ
れ
を
払
拭
す
る
語
で
あ
る
。
こ

れ

は
『
眼
蔵
』
「
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
」
で
、
色
即
是
空
、
空
即
是
色
を
「
色
是

色
な
り
、
空
即
空
な
り
」
と
示
し
た
の
と
同
じ
で
あ
る
。
色
と
空
と
は
完
全
に

同
l
で
あ
る
か
ら
、
色
を
言
え
ば
空
は
言
わ
ず
色
の
全
現
成
、
空
を
言
え
ば
色

は

言
わ
ず
空
の
全
現
成
、
二
方
を
証
す
る
と
き
は
一
方
は
く
ら
し
」
（
『
眼
蔵
』

r現
成
公
案
」
）
の
道
理
で
あ
る
。

　

［
今
の
法
華
、
か
な
ら
ず
法
華
の
法
華
果
あ
ら
ん
。
釈
迦
の
法
華
に
あ
ら
ず
、

諸
仏
の
法
華
に
あ
ら
ず
、
法
華
の
法
華
な
り
」
（
同
、
　
F
法
華
転
法
華
」
）
と
あ

る
よ
う
に
、
道
元
が
『
法
華
経
」
の
眼
目
と
見
た
の
は
、
諸
法
は
法
華
・
（
真
如
・

実
相
）
の
現
成
で
あ
り
、
「
山
是
山
、
水
是
水
」
、
f
と
も
に
法
位
に
住
し
て
、

究
尽
の

功
徳
を
成
せ
り
」
と
い
う
「
空
劫
巳
前
の
消
息
」
が
同
時
に
「
朕
兆
未

萌
の
自
己
」
（
同
、
「
山
水
経
」
）
そ
の
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
法
華
は

即
今
当
処
で
無
相
の
自
己
に
よ
っ
て
体
得
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

三

良
寛
の
『
法
華
転
』
と
『
法
華
・
讃
』

　
上
述

し
た
よ
う
に
、
良
寛
の
法
華
経
理
解
を
知
る
上
で
重
要
な
の
は
『
転
』

と
『
讃
』
と
で
あ
る
が
、
特
に
『
転
』
は
そ
の
表
題
か
ら
し
て
道
元
の
「
法
華

転
法
華
」
と
の
類
似
を
想
わ
せ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
こ
で
良
寛
と
道
元
と
の
関



係
を
洗
い
出
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
越
後

国
出
雲
崎
に
生
ま
れ
た
良
寛
は
、
十
八
歳
で
光
照
寺
（
曹
洞
宗
）
の
破

了
和
尚
に
従
っ
て
剃
髪
し
、
二
十
二
歳
で
破
了
の
師
大
忍
国
仙
に
従
っ
て
得
度
、

備
中
玉
島
円
通
寺
に
赴
い
て
十
数
年
修
行
し
、
三
十
三
歳
の
時
に
印
可
の
偶
を

国
仙
か
ら
与
え
ら
れ
た
。
翌
年
師
の
没
後
、
名
僧
知
識
を
求
め
て
各
地
（
四
国
．

中
国
・
九
州
・
近
畿
地
方
）
を
行
脚
し
た
後
に
帰
国
。
帰
国
の
年
次
と
そ
の
理

由
は
不
明
で
あ
る
。
五
十
歳
代
後
半
か
ら
六
十
歳
代
後
半
ま
で
に
何
度
か
江
戸

や

東
北
地
方
を
行
脚
し
た
形
跡
が
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
以
外
は
国
ヒ
の
五
合
庵

や

本
覚
院
、
寺
泊
の
密
蔵
院
、
他
に
も
観
照
寺
、
西
生
寺
、
乙
子
神
社
脇
草
庵

な
ど
に
仮
寓
し
、
専
ら
托
鉢
で
糊
口
を
凌
い
だ
。
つ
ま
り
良
寛
は
生
涯
一
雲
水

に

す

ぎ
な
か
っ
た
。
仮
寓
先
の
多
く
は
実
家
の
菩
提
寺
と
同
じ
く
真
言
宗
で
あ

る
こ
と
や
、
彼
が
寺
の
住
職
に
も
な
ら
ず
、
宗
門
と
関
わ
っ
た
形
跡
も
無
い
こ

と
な
ど
か
ら
、
師
国
仙
の
後
住
で
、
後
に
永
平
寺
第
五
十
世
に
昇
住
し
、
『
正

法
眼

蔵
』
九
十
五
巻
を
開
版
し
た
玄
透
即
中
（
一
七
二
九
ー
一
八
〇
七
）
と
の

確

執
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
堕
落
し
た
宗
門
に
対
し
て
三
行
半
を
突
き
つ
け

た

の

か
、
激
し
い
宗
門
批
判
ゆ
え
に
破
門
同
然
の
境
遇
に
置
か
れ
た
の
か
な
ど
、

様
々
に
推
測
が
可
能
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
良
寛
を
書
や
詩
文
に
は
長
じ

て

い

た

が
、
開
悟
も
無
く
修
行
も
せ
ず
に
、
子
供
と
手
鞠
を
つ
き
つ
つ
遊
び
暮

ら
し
て
い
た
た
だ
の
乞
食
坊
主
だ
っ
た
と
見
る
こ
と
も
、
ま
た
、
だ
か
ら
こ
そ

却
っ
て
人
間
良
寛
に
親
近
感
を
覚
え
る
こ
と
も
、
と
も
に
仏
を
凡
夫
へ
と
引
き

下
ろ
す
こ
と
で
あ
り
、
誤
解
で
あ
る
。
良
寛
の
詩
文
を
読
め
ば
、
そ
の
学
識
が

大
愚
良
寛
と
『
妙
法
蓮
華
経
』
（
新
田
）

並

外
れ
て
深
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
し
、
彼
の
書
を
一
見
し
た
だ
け
で
、
彼

の

悟
境
が
い

か
に

深

く
高
か
っ
た
か
は
歴
然
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
当
時
、
托

鉢
の
み
の
生
活
が
い
か
に
苛
酷
な
修
行
で
あ
っ
た
か
を
も
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　
さ
て
、
良
寛
が
道
元
の
歌
集
一
笠
松
道
詠
」
や
r
永
平
広
録
』
十
巻
の
う
ち

特
に
「
第
九
頒
古
一
と
r
第
十
真
讃
・
自
讃
井
偏
頒
」
を
愛
諦
し
て
い
た
こ
と

は
、
そ
の
詩
句
や
和
歌
の
言
葉
遣
い
か
ら
も
明
白
だ
が
、
そ
れ
で
は
『
正
法
眼

蔵
」
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
o
例
の
r
法
華
転
法
華
」
を
収
め
る
本
山
版
『
眼
蔵
』

の

出
版
は
1
八
1
五
年
、
良
寛
五
十
八
歳
の
時
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
前
後
に
詠

ま
れ
た
長
詩
「
読
永
平
録
」
の
一
嵯
々
、
永
平
何
の
縁
か
有
る
、
到
る
処
逢
著

す
正
法

眼
」
の
「
永
平
録
」
お
よ
び
「
正
法
眼
」
が
、
仮
に
『
正
法
眼
蔵
』
で

あ
る
と
し
て
も
、
本
山
版
で
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
れ
は
良
寛
が
座
右
に

置
い

て

参
照
し
う
る
よ
う
な
代
物
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
同
じ
詩
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ニ
こ
よ
ト
た

F寂
蓼
を
慰
め
ん
と
欲
す
る
も
良
に
由
無
く
、
暗
裏
摸
索
す
永
平
録
。
香
を
焼

　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
り

き
燈
を
点
じ
静
か
に
披
き
見
る
に
、
一
句
一
三
［
皆
珠
玉
た
り
。
憶
い
得
た
り
、

疇
昔
玉
島
に
在
り
て
、
円
通
の
先
師
、
正
法
眼
を
提
示
せ
し
こ
と
を
。
当
時
已

に

景

仰
の
意
有
り
、
為
に
拝
閲
を
請
い
親
し
く
履
践
す
。
始
め
て
覚
る
、
従
前

み
だ漫

り
に
力
を
費
せ
し
こ
と
を
。
是
由
り
師
を
辞
し
て
遠
く
往
返
す
。
嵯
々
、
永

平
何
の
縁
か
有
る
、
到
る
処
逢
著
す
正
法
眼
。
参
じ
去
り
参
じ
来
る
凡
そ
幾
回

ぞ
、
其
中
往
々
呵
噴
無
し
。
諸
法
知
識
に
参
学
し
到
り
、
二
び
此
録
を
把
り
て

約
ぽ
参
同
す
。
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
推
察
す
る
に
、
良
寛
は
円
通
寺
時
代
に
師

の

『
正
法
眼

蔵
』
提
唱
を
聴
き
、
写
本
の
幾
つ
か
を
拝
閲
し
、
諸
国
を
行
脚
し

一
九
七
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た

と
き
に
も
掛
錫
し
た
寺
々
で
熱
心
に
写
本
の
拝
閲
を
請
う
た
の
で
あ
ろ
う
。

だ

が
、
そ
れ
が
何
巻
ほ
ど
で
、
そ
の
巻
名
が
何
だ
っ
た
か
は
判
っ
て
い
な
い
。

博
覧
強
記
の
良
寛
は
、
恐
ら
く
そ
の
内
容
を
よ
く
記
憶
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、

本
山
版
『
眼
蔵
』
が
出
版
さ
れ
た
後
に
執
筆
し
た
「
転
」
で
も
『
讃
』
で
も
、

良
寛
が
『
眼
蔵
」
を
参
照
し
た
形
跡
は
殆
ど
無
い
。

　
次
に
『
転
」
と
『
讃
」
と
の
関
係
だ
が
、
執
筆
の
順
序
に
関
し
て
は
次
の
両

説
が

あ
る
。
一
方
は
、
『
讃
」
が
『
転
」
よ
り
も
先
に
成
立
し
、
そ
の
中
か
ら

比
較

的
出
来
の
よ
い
も
の
を
抜
き
出
し
、
そ
れ
に
手
を
加
え
て
清
書
し
た
の
が

『
転
』
だ
と
す
る
説
、
他
方
は
、
初
め
に
『
転
』
を
纏
め
、
徐
々
に
推
敲
を
重

ね

な
が
ら
新
し
い
讃
を
も
補
入
し
、
や
が
て
「
都
来
1
u
n
l
　
1
」
に
纏
め
て
『
讃
』

に

至
っ
た
と
す
る
説
で
あ
る
。
な
お
、
加
藤
僖
一
は
書
体
か
ら
判
断
し
て
、

「
転
」
は
六
十
代
前
半
、
『
讃
」
は
六
十
代
後
半
か
ら
七
十
歳
以
降
の
問
の
作
と

　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

推
定

し
て
い
る
。
更
に
重
要
な
指
摘
が
あ
る
。
谷
川
敏
朗
に
よ
れ
ば
、
『
讃
」

か

ら
開
口
と
摘
筆
と
を
除
く
と
、
讃
の
合
計
は
ち
ょ
う
ど
百
に
な
る
。
こ
れ
は

『
碧
巌
録
』
『
従
容
録
』
や
『
椀
安
国
語
』
が
百
則
で
あ
る
の
と
合
致
す
る
。

す

る
と
、
良
寛
は
こ
れ
ら
の
語
録
に
倣
っ
て
『
讃
」
を
書
い
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
も
、
『
讃
』
の
著
語
二
百
句
（
重
複
六
句
を
除
く
）
の
う
ち
『
碧
巌
録
」

を
出
典
と
す
る
の
が
八
十
九
句
と
断
然
多
く
、
他
に
は
『
従
容
録
』
六
句
、

『
禅
宗
頒
古
聯
珠
』
五
句
、
『
聯
珠
詩
格
」
四
句
、
『
洞
山
語
録
』
四
句
な
ど
で

あ
る
。
と
す
れ
ば
、
良
寛
は
禅
に
参
じ
た
と
は
い
え
、
必
ず
し
も
宗
派
に
は

拘
泥
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
『
転
」
『
讃
』
両
者

九
八

の

開
n
・
摘
筆
を
比
較
す
る
と
『
讃
」
の
境
涯
の
方
が
深
い
o
と
す
れ
ば
『
讃
』

を
完
成
形
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　
以
上
か

ら
す
る
と
、
『
転
』
も
『
讃
」
も
『
眼
蔵
』
と
は
何
の
関
係
も
無
い

よ
う
に
見
え
る
が
、
果
た
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
先
に
触
れ
た
「
読
永
平
録
」

に

よ
れ
ば
、
良
寛
は
既
に
円
通
寺
時
代
に
道
元
鐙
仰
の
心
を
懐
い
て
い
る
の
だ
っ

た
。
他
方
、
良
寛
は
宗
門
に
対
し
て
は
絶
望
と
も
非
難
と
も
つ
か
ぬ
言
辞
を
も

の

し
て
い
る
。
同
詩
の
後
半
部
は
こ
う
で
あ
る
。
「
臆
、
諸
方
の
混
ず
る
を
奈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
も

何
と
も
す
る
無
く
、
玉
と
石
と
与
に
分
か
つ
無
し
。
五
百
年
来
塵
埃
に
委
ね
し

は
、
職
と
し
て
是
れ
択
法
眼
無
き
に
山
る
。
冶
々
、
皆
是
れ
誰
が
為
に
挙
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
る
お

三
口
う
莫
れ
、
今
に
感
じ
て
心
曲
を
労
す
る
と
。
↓
夜
燈
前
涙
留
ま
ら
ず
、
湿
い

尽
す

永
平
の
古
仏
録
。
翌
日
隣
翁
草
庵
に
来
り
、
我
に
問
う
、
此
書
何
為
ぞ
湿

い

た

る
と
。
道
わ
ん
と
欲
し
て
道
わ
ず
、
心
転
た
切
な
り
、
心
転
た
切
な
る
も

説

き
及
ぼ
さ
ず
。
低
頭
良
久
し
て
一
語
を
得
た
り
、
夜
来
の
雨
漏
、
書
笈
を
湿

す

と
。
」
今
で
は
諸
々
の
教
義
が
入
り
乱
れ
、
玉
と
石
と
を
区
別
で
き
な
い
で

い

る
。
，
）
の
　
l
’
永
平
録
（
正
法
眼
蔵
）
」
が
忘
れ
去
ら
れ
た
の
は
、
偏
に
真
理

を
洞
察
す
る
眼
が
無
い
か
ら
だ
。
こ
の
書
の
酒
々
た
る
言
葉
は
誰
の
為
に
述
べ

た

も
の
か
。
他
で
も
な
い
、
修
行
者
の
た
め
で
は
な
い
か
。
現
状
に
憤
慨
し
て

苦
心
し
て
い
る
な
ど
と
は
言
わ
な
い
で
ほ
し
い
。
そ
う
思
う
と
、
一
夜
、
涙
が

止
め

ど
な
く
流
れ
、
こ
の
書
を
濡
ら
し
て
し
ま
っ
た
。
翌
日
、
隣
家
の
老
人
が

そ
の
理
由
を
訊
く
。
答
え
よ
う
と
し
て
答
え
ら
れ
ぬ
心
は
痛
切
だ
。
痛
切
だ
が

本
当
の
こ
と
は
言
え
な
い
。
す
る
と
、
う
ま
い
言
い
訳
を
思
い
つ
い
た
。
昨
夜



か

ら
の
雨
漏
り
で
本
箱
が
濡
れ
た
の
だ
、
と
。

　
他
に

も
当
時
の
仏
教
界
の
堕
落
を
歎
い
た
詩
は
あ
る
。
そ
の
代
表
は
「
唱
導

詞
」
と
「
僧
伽
」
で
あ
ろ
う
。
後
者
は
、
道
心
も
行
も
悟
も
無
く
、
名
利
を
求

め

る
の
み
の
僧
侶
の
堕
落
を
歎
い
た
詩
で
あ
る
が
、
特
に
重
要
な
の
は
f
i
6
者
で

あ
る
。
長
詩
ゆ
え
、
要
約
を
以
て
引
用
に
代
え
ざ
る
を
え
な
い
。

　
世
の
道
義
は
年
々
軽
薄
に
な
り
人
心
は
荒
み
、
仏
道
は
日
々
衰
微
し
て
ゆ
く
。

仏
教
界
で
は

様
々
な
宗
派
が
乱
立
し
、
ど
の
宗
派
に
属
す
る
か
迷
う
ほ
ど
だ
。

だ

が
諸
君

よ
、
私
の
唱
導
の
言
葉
を
聴
け
。
仏
説
は
唯
一
絶
対
の
は
ず
だ
が
、

仏
滅
後
五
百
年
頃
か
ら
仏
説
の
解
釈
が
分
か
れ
た
。
そ
れ
で
も
龍
樹
が
論
を
造
っ

た

お
か
げ
で
、
分
裂
も
軽
微
で
済
ん
だ
o
さ
て
仏
教
が
中
国
に
伝
わ
り
、
そ
の

後
達
磨
が
西
来
し
た
の
で
、
諸
法
は
急
速
に
帰
一
し
た
。
唐
代
に
お
け
る
禅
宗

の

盛
況
は

空
前
絶
後
で
、
多
く
の
人
々
の
間
に
広
ま
り
、
そ
の
心
を
正
し
く
さ

せ
た

こ
と
は
、
諸
宗
の
う
ち
随
一
だ
っ
た
。
南
頓
北
漸
の
違
い
は
あ
っ
た
が
、

宋
末
に
な
る
と
分
裂
が
生
じ
た
。
禅
宗
は
五
家
（
臨
済
・
潟
仰
・
曹
洞
・
雲
門
・

法
眼
）
に
分
か
れ
、
他
は
八
宗
（
華
厳
・
律
・
法
相
・
三
論
・
成
実
・
倶
舎
・

天
台
・
真
言
）
が
争
う
に
至
り
、
収
拾
が
つ
か
な
く
な
っ
た
。
そ
の
影
響
は
甚

大
で
あ
る
。
と
き
に
日
本
に
は
道
元
禅
師
が
現
れ
、
正
法
を
伝
え
て
真
理
を
見

抜
く
力
　
（
F
択
法
眼
」
）
で
盛
ん
に
仏
法
を
弘
通
し
た
。
だ
が
禅
師
の
入
滅
後
、

立
派

な
禅
門
に
は
草
が
生
じ
、
香
草
は
叢
の
中
で
萎
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
。
高

適

な
説
法
を
唱
え
る
者
は
一
人
も
お
ら
ず
、
俗
悪
な
説
教
の
み
が
蔓
延
っ
て
い

る
。
あ
あ
、
私
は
こ
の
よ
う
な
時
に
い
る
の
だ
。
大
き
い
家
屋
が
崩
壊
し
よ
う

大
愚
良
寛
と
『
妙
法
蓮
華
経
』
（
新
田
）

と
し
て
い
る
の
を
、
自
分
一
人
で
ど
う
し
て
支
え
ら
れ
よ
う
（
「
大
慶
の
将
に

崩
倒
せ
ん
と
す
る
や
、
一
木
の
支
う
る
所
に
非
ず
」
）
。
清
夜
、
ど
う
し
て
も
寝

ら
れ
ず
、
寝
返
り
し
な
が
ら
こ
の
詩
を
綴
っ
た
次
第
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
語
ら
れ
て
い
る
の
は
宗
祖
道
元
に
対
す
る
敬
慕
と
仏
法
の
衰
微
に
対

す

る
歎
き
と
で
あ
る
。
道
元
は
仏
祖
正
伝
の
仏
法
以
外
の
す
べ
て
を
否
定
し
、

「
禅
宗
」
と
い
う
呼
称
さ
え
拒
否
し
た
。
宗
派
の
存
在
を
否
定
す
る
良
寛
の
先

達

は
、
ま
さ
し
く
道
元
そ
の
人
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
堕
落
し
て
い
る
仏
教
界
を

自
分
一
人
で
支
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
良
寛
の
歎
き
は
、
道
元
の
意
を

誰
よ
り
も
純
一
無
雑
に
実
践
し
て
い
る
と
い
う
自
負
の
裏
返
し
で
も
あ
っ
た
ろ

，

o
O
　
F
唱
導
詞
」
や
F
僧
伽
」
に
見
ら
れ
る
叱
咤
の
激
し
さ
は
、
日
本
仏
教
史

上
、
日
蓮
と
双
壁
を
な
す
と
さ
え
言
え
る
。
し
か
も
、
江
戸
幕
府
の
仏
教
統
制

下

で
、
良
寛
に
は
仏
法
弘
通
の
方
法
と
し
て
何
が
残
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。

彼
に
は
寺
も
後
見
者
と
し
て
の
宗
門
も
無
か
っ
た
。
だ
が
、
そ
う
で
あ
れ
は
こ

そ
却
っ
て
良
寛
は
独
自
な
弘
法
救
生
の
方
法
を
見
出
し
た
。
そ
し
て
そ
の
中
に

『
法

華
経
』
と
の
関
わ
り
も
位
置
づ
け
う
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
良
寛
は
最
初

か

ら
『
法
華
経
」
に
親
し
ん
で
い
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
道
元
の
著
作
に

親
近
す

る
う
ち
に
道
元
の
法
華
経
信
仰
に
出
会
い
、
そ
の
奥
旨
を
究
め
よ
う
と

考
え
る
に
至
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

一
九
九



法
華
文
化
研
究
へ
第
三
十
三
号
）

四

良
寛
と
『
法
華
経
』

　
良
寛
が

『
眼
蔵
』
を
参
照
し
な
が
ら
『
讃
』
を
書
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
が
、

良
寛
の
法
華
経
理
解
の
根
底
に
は
明
ら
か
に
道
元
仏
法
が
あ
る
。
両
者
の
思
想

的
連
関
を
見
る
た
め
に
、
紙
数
の
制
約
上
、
経
の
二
大
中
心
を
な
す
「
方
便
品
」

と
「
如
来
寿
量
品
」
と
に
対
す
る
良
寛
の
讃
の
み
を
検
討
し
よ
う
、

　

F方
便

品
」
は
、
↓
切
衆
生
に
「
仏
知
見
」
を
得
さ
せ
る
こ
と
が
諸
仏
の
誓

願
だ

と
力
説
す
る
。
「
仏
知
見
］
の
内
実
は
「
諸
法
実
相
」
即
ち
「
十
如
是
」

だ

が
、
経
に
は
道
元
が
［
‘
法
華
転
法
華
一
で
解
釈
し
た
次
の
句
が
あ
る
。
「
十

方
の
仏
土
の
中
に
は
、
唯
だ
一
乗
の
法
の
み
有
っ
て
、
二
も
無
く
亦
た
三
も
無

し
。
仏
の
方
便
の
説
を
は
除
く
．
．
但
だ
仮
の
名
字
の
み
を
以
て
衆
生
を
引
導
す

る
は
、
仏
の
智
慧
を
説
か
ん
が
故
な
り
。
諸
仏
の
世
に
出
で
た
ま
う
は
、
唯
だ

此
の

1
事
の
み
実
に
し
て
、
余
の
二
は
則
ち
真
に
非
ざ
る
を
も
っ
て
、
終
に
小

乗
を
以
て
衆
生
済
度
し
た
ま
わ
ざ
る
な
り
。
」
良
寛
が
一
方
便
品
L
に
付
し
た

十

数
首
の
讃
の
中
に
次
の
讃
が
あ
る
。
「
是
れ
思
慮
の
及
ぷ
所
に
非
ず
。
誰
か

寂

黙
を
以
て
幽
致
を
誇
ら
ん
。
人
有
っ
て
若
し
端
的
の
意
を
問
わ
は
、
諸
法
は

元

来
祇
だ
如
是
の
み
と
。
」
勿
論
、
経
の
「
仏
の
成
就
せ
る
所
は
、
第
一
の
希

有
な
る
難
解
の
法
に
し
て
、
唯
だ
仏
と
仏
と
の
み
、
乃
ち
能
く
諸
法
の
実
相
を

究
尽
す
。
所
謂
、
諸
法
の
如
是
相
、
如
是
性
、
如
是
体
、
如
是
力
、
如
是
作
、

如
是
因
、
如
是
縁
、
如
是
果
、
如
是
報
、
如
是
本
末
究
立
見
等
な
り
。
」
を
踏
ま

1（‘

）こ

え
て
い
る
。
仏
に
よ
っ
て
証
さ
れ
た
世
界
は
概
念
的
認
識
を
超
え
て
い
る
が
、

そ

れ
は

小
乗
の
理
想
た
る
灰
身
滅
智
の
よ
う
な
虚
無
で
は
な
い
。
で
は
「
端
的
」

と
は
何
か
。
　
一
切
諸
法
は
元
来
た
だ
「
如
是
」
の
み
と
良
寛
は
答
え
る
。
だ
が

［
如

是
L
と
は
何
か
。
そ
こ
で
彼
は
こ
う
詠
む
。
「
如
是
性
相
、
如
是
因
、
月
に

清
光

有
り
、
花
に
陰
有
り
。
看
よ
看
よ
、
法
華
開
演
の
日
o
知
ら
ず
、
何
れ
の

処
か

是
れ

陸
沈
，
」
経
は
十
如
是
を
挙
げ
て
い
る
が
、
如
是
と
は
、
月
の
光
が

清
ら
か
で
、
花
に
は
陰
が
で
き
て
い
る
と
い
う
眼
前
の
事
実
そ
の
も
の
な
の
だ
、

こ
こ
に
法
華
が
現
成
し
て
い
る
こ
と
を
看
よ
看
よ
、
と
良
寛
は
言
う
。
『
法
華

経
』
を
説
く
と
は
、
法
華
即
ち
諸
法
実
相
を
開
示
す
る
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。

し
か
も
法
華
・
真
如
実
相
の
露
現
し
て
い
な
い
処
が
ど
こ
に
あ
ろ
う
。
良
寛
に

と
っ
て
一
切
が
露
堂
堂
な
の
で
あ
る
。
「
性
相
体
力
作
因
縁
、
蘭
に
秀
有
り
、

菊
に
香
有
り
。
君
看
よ
、
法
華
開
演
の
日
o
知
ら
ず
、
何
れ
の
処
か
是
れ
糟
糠
。
」

こ
の
讃
も
同
じ
風
光
を
詠
ん
だ
も
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
法
華
・
真
如
実
相
を
体

得

し
た
者
に
開
か
れ
る
悟
境
を
詠
ん
だ
の
が
次
の
讃
で
あ
る
。
「
騰
騰
任
運
、

　
コ
　
　
も

只
座
に
過
ぐ
。
困
じ
来
れ
ば
眠
り
、
食
来
れ
ば
談
う
。
唯
だ
此
の
一
事
す
ら
、

ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
た

也
た

要
せ
ず
．
、
知
ら
ず
、
何
れ
の
処
に
か
度
ら
ん
．
．
」
こ
こ
で
一
此
の
一
事
」

と
は
、
経
の
言
う
「
一
大
事
因
縁
」
即
ち
「
仏
知
見
を
悟
」
る
こ
と
、
「
仏
知

見
の
道
に
入
る
」
こ
と
、
「
，
仏
の
智
慧
を
説
」
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
だ
が
良
寛

は
、
仏
知
見
を
得
る
必
要
な
ど
無
い
、
と
言
う
。
と
い
う
の
も
我
々
は
元
来
法

華
の
中
に
生
き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
当
処
を
離
れ
て
ど
こ
へ
行
く
必
要
が
あ

ろ
う
。
た
だ
し
こ
れ
は
、
本
来
仏
だ
か
ら
修
証
は
要
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
は



な
い
。
騰
騰
任
運
（
自
力
を
放
下
し
、
真
如
に
随
順
し
て
）
、
日
常
の
行
持
の

上
に

法
華
・
如
是
を
修
証
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
道
元
の
言
う
本
証
妙
修
で
あ

り
、
修
証
一
等
で
あ
る
。
因
み
に
、
「
困
来
眠
、
食
来
鮫
」
は
『
臨
済
録
』
の

r祇
だ

是
れ

平
常
無
事
、
厨
尿
送
尿
、
著
衣
喫
飯
、
困
じ
来
れ
ば
即
ち
臥
す
」
、

或
い
は
『
碧
巌
録
』
第
七
十
八
則
の
評
唱
の
「
飢
え
来
れ
は
飯
を
喫
し
、
困
じ

来
れ
ば
眠
る
」
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
．
、

　
と
こ
ろ
で
、
良
寛
は
経
の
「
十
方
仏
土
中
、
唯
有
一
乗
法
、
無
二
亦
無
三
」
、

つ

ま
り
三
乗
（
声
聞
乗
・
縁
覚
乗
・
菩
薩
乗
）
と
一
乗
と
の
関
係
を
ど
う
捉
え

る
の
か
。
最
澄
と
徳
一
と
の
三
一
権
実
論
争
で
は
な
い
が
、
三
乗
真
実
一
乗
方

便

か
、
一
乗
真
実
三
乗
方
便
か
。
両
者
の
関
係
は
相
対
と
絶
対
と
の
関
係
の
問

題
で
あ
り
、
こ
の
一
乗
を
三
乗
の
中
の
菩
薩
乗
（
大
乗
）
と
見
る
か
、
こ
れ
と

は

別
の
一
仏
乗
と
見
る
か
で
立
場
は
分
か
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
一
乗
仏
教

の

場
合
、
一
切
衆
生
は
無
上
菩
提
を
求
め
て
諸
法
実
相
・
法
性
真
如
を
証
得
し
、

成
仏
す
る
と
捉
え
る
の
で
あ
る
。
で
は
良
寛
は
ど
う
見
る
の
か
o
こ
の
テ
ー
マ

で

彼
は
二
つ
の
讃
を
作
っ
て
い
る
。
一
つ
は
、
「
三
を
以
て
一
に
帰
す
、
日
、

　
　
カ
た
む

西
に
斜
く
。
一
を
開
い
て
三
と
為
す
、
雁
、
沙
に
屏
る
。
箇
中
の
意
旨
、
如
し

相
問
わ
ば
、
法
華
従
来
法
華
を
転
ず
と
。
」
で
あ
り
、
も
う
1
つ
は
、
「
一
を
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
お

い

て

三

と
為
す
、
楊
柳
翠
し
。
三
を
以
て
一
に
帰
す
、
梅
花
芳
し
。
人
有
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ら
わ
た

若
し
箇
中
の
意
を
問
わ
ば
、
実
の
涙
は
愁
人
の
腸
よ
り
生
ず
と
。
」
で
あ
る
。

「
以
三
帰
一
」
と
は
、
様
々
な
教
え
も
唯
l
絶
対
の
真
理
を
説
く
教
え
に
帰
着

す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
を
良
寛
は
「
日
西
斜
」
「
梅
花
芳
」
と
示
す
。

大
愚
良
寛
と
『
妙
法
蓮
華
経
』
（
新
田
）

眼

前
の
有
る
が
ま
ま
の
諸
法
以
外
に
実
相
は
無
い
。
而
二
相
対
の
現
実
の
只
中

で

こ
そ
不
二
絶
対
の
真
理
は
証
得
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
他
方
、

Y
開
l
為
三
」
と
は
、
唯
一
の
真
理
に
根
差
し
な
が
ら
、
様
々
な
方
便
を
以
て

法

を
説
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
を
良
寛
は
「
雁
瞬
沙
」
「
楊
柳
翠
」
と

言
い
表
す
。
だ
が
三
は
飽
く
ま
で
も
l
の
具
現
で
あ
り
、
分
か
れ
た
一
々
に
一

が

活
現
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
開
一
為
三
」
、
方
便
を
用
い
て
大
乗
以
外
の

法
を
説
い
て
も
、
二
」
即
ち
「
、
仏
知
見
を
悟
ら
し
め
ん
と
欲
す
る
」
（
「
方
便

品
」
）
こ
と
、
衆
生
済
度
の
為
以
外
で
は
あ
り
え
な
い
。
つ
ま
り
仏
知
見
に
お

い

て

証

得
さ
れ
る
諸
法
実
相
を
直
指
す
る
こ
と
が
そ
の
目
的
な
の
で
あ
る
。
そ

れ
ゆ

え
、
良
寛
は
「
雁
瞬
沙
」
や
「
楊
柳
翠
」
と
い
う
有
る
が
ま
ま
の
全
一
的

知

覚
風
景
、
西
田
幾
多
郎
の
言
う
「
直
接
経
験
」
の
世
界
を
指
し
示
す
の
で
あ

る
。
そ
の
日
常
的
風
景
こ
そ
、
法
華
が
法
華
を
転
ず
る
主
客
未
分
の
一
如
の
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　
こ
メ
ァ

界
の
風
光
で
あ
る
。
そ
れ
は
道
元
が
「
而
今
の
山
水
は
、
古
仏
の
道
現
成
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

と
も
に
法
位
に
住
し
て
、
究
尽
の
功
徳
を
成
ぜ
り
。
空
劫
已
前
の
消
息
な
る

が

ゆ
え
に
、
而
今
の
活
計
な
り
。
朕
兆
未
萌
の
自
己
な
る
が
ゆ
え
に
、
現
成
の

透
脱
な
り
。
」
（
『
眼
蔵
』
「
山
水
経
」
）
と
述
べ
た
世
界
で
も
あ
る
。
道
元
は

『
眼
蔵
』
「
看
経
」
で
も
六
祖
と
法
達
と
の
例
の
問
答
に
言
及
し
l
　
［
’
し
か
あ
れ

ば
、
心
迷
は
法
華
に
転
ぜ
ら
れ
、
心
悟
は
法
華
を
転
ず
。
さ
ら
に
迷
悟
を
跳
出

す

る
時
は
、
法
華
の
法
華
を
転
ず
る
な
り
。
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
良
寛
の

r法
華
従
来
転
法
華
」
は
、
語
句
も
含
め
て
道
元
と
の
密
接
な
思
想
的
連
関
を

想
わ
せ
る
。

．

C
．
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次
に
「
如
来
寿
量
品
」
に
移
ろ
う
。
本
経
の
眼
目
を
示
す
本
品
に
、
良
寛
は

「
大
海
若
し
足
る
こ
と
を
知
ら
ば
、
百
川
応
に
倒
流
す
べ
し
」
と
い
う
句
を
置

い

て

い

る
。
海
が
満
ち
溢
れ
て
し
ま
っ
た
ら
、
そ
こ
に
流
れ
込
む
川
は
逆
流
せ

ざ
る
を
え
な
い
が
、
そ
れ
は
あ
り
え
ず
、
海
は
す
べ
て
の
川
の
水
を
受
け
容
れ

る
。
仏
の
慈
悲
も
そ
の
よ
う
に
無
限
だ
と
良
寛
は
経
意
を
汲
む
の
で
あ
る
。

F寿
量
品
」
が
久
遠
実
成
を
説
く
品
で
あ
り
、
　
門
が
終
っ
て
本
門
に
入
り
、

”

因
か
ら
果
へ
”
か
ら
”
果
か
ら
因
へ
”
へ
と
「
倒
流
」
す
る
こ
と
か
ら
見
て

も
、
良
寛
が
こ
こ
に
こ
の
句
を
置
い
た
の
は
的
確
で
あ
る
。
こ
の
句
は
『
従
容

録
』
第
七
則
本
則
の
著
語
に
見
え
る
が
、
よ
り
重
要
な
の
は
「
永
平
元
禅
師
語

録
」
k
）
、
　
［
－
或
い
は
人
あ
っ
て
、
大
悟
底
の
人
却
っ
て
迷
う
時
如
何
と
問
わ
ば
、

　
　
か
れ

た

だ

伊
に

向
っ
て
道
わ
ん
、
大
海
若
し
足
る
こ
と
を
知
ら
は
、
百
川
応
に
倒
流

す

べ
し
。
」
と
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
道
元
の
言
葉
は
、
「
大
悟
底
の
人
云
々
」

と
い
う
或
る
僧
の
問
い
に
京
兆
華
厳
休
静
禅
師
が
「
破
鏡
重
ね
て
照
さ
ず
、
落

花
枝
に
上
り
難
し
」
と
答
え
た
問
答
を
道
元
が
挙
し
て
、
休
静
禅
師
が
悟
り
の

→
回
性
を
強
調
し
た
の
に
対
し
、
道
元
が
本
証
妙
修
の
立
場
か
ら
、
無
限
の
修

行
の
外
に
証
悟
無
し
、
と
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
「
寿
量
品
」
が
久
遠

実
成
の
釈
迦
牟
尼
仏
、
つ
ま
り
本
来
仏
を
説
く
こ
と
を
考
え
併
せ
る
と
、
良
寛

は
「
倒
流
」
と
い
う
語
で
、
本
来
仏
が
衆
生
済
度
の
為
に
こ
の
世
を
生
死
流
転

し
て
発
心
・
修
行
・
菩
提
・
浬
磐
の
相
を
示
し
て
い
る
の
だ
、
そ
し
て
仏
と
は

他

な
ら
ぬ
我
々
各
人
の
こ
と
な
の
だ
、
と
言
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
い
わ
ゆ

る
無
住
処
浬
桑
で
あ
る
。
経
は
盛
ん
に
二
乗
成
仏
、
悪
人
成
仏
、
女
人
成
仏
を

二
〔
v
．

強
調
す
る
が
、
本
来
仏
で
あ
る
も
の
を
、
何
を
こ
の
ヒ
、
更
に
仏
に
成
ろ
う
と

す

る
必
要
な
ど
あ
ろ
う
か
、
と
良
寛
は
成
仏
を
否
定
し
て
徹
底
的
に
本
来
仏
の

立

場
に
立
ち
尽
く
そ
う
と
す
る
。
こ
れ
は
紛
れ
も
無
く
道
元
仏
法
の
継
承
で
あ

る
。　

す

る
と
良
寛
に
は
道
元
仏
法
を
超
え
出
た
と
こ
ろ
、
少
な
く
と
も
良
寛
独
自

の

悟
境
は

無
か
っ

た

の

か
o
私
は
有
っ
た
と
考
え
る
。
そ
れ
を
暗
示
す
る
讃
は

幾
つ
か
あ
る
が
、
特
に
明
瞭
な
の
t
1
　
1
－
信
解
品
」
に
対
す
る
五
つ
の
讃
だ
ろ
う
。

「

l
た

び
家
郷
に
父
と
別
れ
し
よ
り
、
指
を
倒
せ
は
早
や
是
れ
五
十
春
。
今
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ニ
　
　
ぽ
つ

相
逢
う
も
相
識
ら
ず
、
甘
ん
じ
て
下
賎
客
作
の
人
と
作
る
。
」
「
手
に
白
払
を

把
っ
て
左
右
に
侍
ら
せ
、
威
徳
尊
厳
に
し
て
正
視
し
難
し
。
是
れ
傭
賃
し
て
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
ヨ
か
ろ
ニ
ニ

を
得
る
の
地
に
非
ず
、
悔
ゆ
ら
く
は
当
初
此
に
来
至
せ
し
こ
と
を
。
」
「
他
時
異

　
　
よ
ヘ
ニ

日
、
煽
よ
り
看
れ
ば
、
憔
梓
汚
臓
、
実
に
悲
し
む
べ
し
。
理
略
・
細
軟
の
服
を

　
　
　
　
　
　
ニ
ニ
さ
　
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ん
　
ニ

脱
下
し
て
、
故
に
粗
弊
塵
垢
の
衣
を
著
る
。
」
「
‘
或
い
は
鞭
語
、
或
い
は
苦
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヰ
ミ
ニ
　
ニ

百
計

千
謀
し
て
漸
く
親
比
す
。
奈
何
せ
ん
、
熟
処
信
に
忘
れ
難
く
、
猶
お
門
外

よ
り
茅
茨
に
止
ま
る
。
」
「
父
を
捨
て
て
逃
逝
す
る
こ
と
凡
そ
幾
年
ぞ
、
伶
傍
の

　
　
　
　
　
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ん
ニ

辛
苦
、
此
の
躬
を
送
る
。
尚
お
城
中
に
到
っ
て
門
外
に
止
ま
り
、
苦
う
に
数
う

浬

磐
一
n
の
功
を
。
」
こ
れ
ら
は
皆
、
経
の
「
長
者
窮
子
の
喩
」
の
忠
実
な
描

写
で

あ
り
、
父
は
仏
、
窮
子
は
菩
薩
た
る
べ
き
人
の
警
喩
で
あ
る
。
常
識
的
に

は

仏
の
方
が
位
は
上
だ
が
、
「
甘
ん
じ
て
下
賎
客
作
の
人
と
作
る
一
「
是
れ
傭
賃

し
て
物
を
得
る
の
地
に
非
ず
」
「
故
に
粗
弊
塵
垢
の
衣
を
著
る
」
「
猶
お
門
外
よ

り
茅
茨
に
止
ま
る
」
「
尚
お
城
中
に
到
っ
て
門
外
に
止
ま
り
」
の
各
表
現
は
、



仏

と
成
る
こ
と
を
敢
て
拒
否
し
て
娑
婆
世
界
を
生
死
輪
廻
し
続
け
、
永
劫
に
衆

生

を
済
度
す
る
菩
薩
の
大
悲
を
賞
讃
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
道
元

は
当
初
こ
そ
男
女
・
道
俗
等
の
差
別
の
弊
風
を
指
弾
し
、
F
い
つ
れ
も

得
法
を
敬
重
す
べ
し
、
…
…
こ
れ
仏
道
極
妙
の
法
則
な
り
」
（
『
眼
蔵
』
　
r
礼
拝

得
髄
」
）
と
述
べ
て
い
た
が
、
後
に
は
出
家
至
上
主
義
に
傾
斜
し
、
深
山
幽
谷

に

い

て
一
箇
半
箇
を
接
得
し
た
。
道
元
の
言
う
「
不
離
叢
林
」
の
「
叢
林
」
と

は
、
要
す
る
に
寺
院
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
良
寛
は
寺
に
住
ま
ず
、
山
に

籠

ら
ず
、
里
に
出
て
民
衆
と
交
わ
っ
た
。
道
元
を
敬
慕
し
つ
つ
も
、
『
眼
蔵
』

の

よ
う
な
哲
学
的
著
述
を
残
さ
な
か
っ
た
。
残
し
た
も
の
は
漢
詩
と
和
歌
と
書

の
み

で

あ
る
。
彼
は
一
切
の
宗
派
を
超
え
、
ま
た
僧
侶
臭
い
こ
と
は
何
一
つ
し

な
か
っ
た
。
だ
が
、
説
法
せ
ず
し
て
法
を
説
い
た
。
子
供
と
鞠
を
つ
き
、
日
暮

れ

ま
で
遊
ん
だ
の
も
そ
れ
で
あ
る
。
そ
れ
は
決
し
て
乞
食
坊
主
の
暇
潰
し
な
ど

で
は

な
く
、
F
同
事
行
」
の
実
践
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
こ
に
良
寛
の
行
持
の
真

髄
が

あ
る
。
確
か
に
道
元
も
「
仏
向
上
」
を
説
く
。
百
尺
竿
頭
に
一
歩
進
め
て

利
他
度
生
を
強
調
し
て
も
い
る
。
だ
が
道
元
は
「
常
不
軽
菩
薩
品
」
に
注
目
し

た

だ

ろ
う
か
。
他
方
、
良
寛
は
常
不
軽
菩
薩
を
讃
歎
す
る
短
歌
を
何
首
か
詠
ん

で

い

る
し
、
r
朝
に
礼
拝
を
行
じ
、
暮
に
も
礼
拝
す
。
但
だ
礼
拝
を
行
じ
て
此

の

身
を
送
る
。
南
無
帰
命
常
不
軽
、
天
上
天
下
唯
一
人
の
み
。
」
や
「
斯
の
人

以
前
に
斯
の
人
無
く
、
斯
の
人
以
後
に
斯
の
人
無
し
。
不
軽
老
、
不
軽
老
、
我

人

を
し
て
長
え
に
至
惇
を
慕
わ
し
む
。
」
と
詠
ん
で
い
る
。
道
元
は
向
上
門
か

ら
向
下
門
へ
と
転
じ
て
、
仏
向
上
を
生
き
抜
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
娑
婆
即
寂
光

大
愚
良
寛
と
『
妙
法
蓮
華
経
』
（
新
田
）

の

理

を
説
く
だ
け
で
な
く
、
日
蓮
の
よ
う
に
娑
婆
世
界
を
寂
光
土
た
ら
し
め
よ

う
と
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
良
寛
は
『
讃
』
の
「
開
口
」
に
、
「
口
を
開
く
も
法

華
を
誘
り
、
口
を
閉
ず
る
も
法
華
を
誘
る
。
法
華
、
法
華
、
如
何
が
讃
ぜ
ん
。

焼
香
・
合
掌
し
て
日
く
、
南
無
妙
法
華
と
．
。
」
と
記
し
た
。
こ
れ
こ
そ
、
南
無

の

機
（
主
体
）
と
妙
法
華
の
法
（
客
体
）
と
が
一
体
化
し
た
機
法
一
体
の
、
否

む

し
ろ
機
法
未
分
・
主
客
未
分
の
唱
題
行
で
あ
り
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
無
ヒ

の

讃
歎
で
は

な

か
っ

た

か
。
道
元
は
む
し
ろ
禅
学
僧
で
あ
っ
た
。
完
壁
な
ま
で

の

F
理
」
は
あ
る
が
、
「
事
」
の
裏
づ
け
を
欠
い
て
い
る
。
事
に
欠
け
る
が
ゆ

え
に
「
情
趣
」
と
い
う
彩
り
に
欠
け
て
い
る
。
実
際
、
道
元
は
文
筆
詩
歌
を

「
詮
な

き
事
な
れ
ば
捨
つ
べ
き
道
理
な
り
」
（
『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
」
）
と
言
い
放
っ

た
。
妙
観
察
智
は
あ
る
が
、
成
所
作
智
に
欠
け
る
た
め
、
彼
の
詩
歌
は
情
に
乏

し
く
観
念
的
で
あ
る
。
そ
し
て
不
覚
に
も
情
に
敗
れ
る
や
、
そ
れ
を
悔
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ロ
ざ

［
－
く
や
し
」
や
F
闇
に
迷
ひ
て
」
と
言
っ
た
。
だ
が
、
自
然
の
色
が
放
つ
情
に

随
順
す
る
こ
と
を
「
く
や
し
」
と
思
う
分
別
を
忘
れ
去
っ
た
時
、
峯
の
色
も
渓

の

響
も
さ
な
が
ら
に
真
如
の
声
と
姿
と
な
の
で
あ
る
。
で
は
良
寛
は
ど
う
詩
歌

を
詠
ん
だ
か
。
恐
ら
く
一
念
三
千
の
結
晶
で
あ
る
最
も
美
し
い
一
首
で
欄
筆
す

る
こ
と
に
し
よ
う
。

あ
は
雪
の
中
に
た
ち
た
る
1
1
’
1
4
－
大
千
世
界

　

ま
た
そ
の
中
に
あ
は
雪
ぞ
降
る

［み
ち
あ
ふ
ち
］

一
〇
三
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注
（
1
）
道
元
か
ら
の
引
用
は
『
道
元
禅
師
全
集
」
全
七
巻
、
春
秋
社
に
よ
る
。

（
2
）
良
寛
か
ら
の
引
用
は
大
島
花
束
『
良
寛
全
集
』
恒
文
社
、
東
郷
豊
治

　
　
『
良
寛
全
集
』
全
二
巻
、
東
京
創
元
社
に
よ
る
が
、
語
句
の
選
択
は
す
べ

　
　
て

筆
者
の
判
断
で
あ
る
。
ま
た
、
良
寛
の
『
法
華
転
」
『
法
華
讃
」
に
つ

　
　
い
て
は
上
記
の
他
、
須
佐
晋
長
『
良
寛
詩
註
解
』
古
今
書
院
、
石
附
勝
龍

　

　
『
良
寛
和
尚
の
宗
教
　
　
評
釈
法
華
転
・
法
華
讃
」
新
潟
県
曹
洞
宗
青
年

　
　
会
、
中
村
宗
一
『
良
寛
の
法
華
転
・
法
華
讃
の
偶
』
誠
信
書
房
、
竹
村
牧

　
　
男
『
良
寛
『
法
華
讃
」
評
釈
」
春
秋
社
を
も
参
照
す
る
。
但
し
訓
読
は
す

　

　
べ
て
筆
者
の
責
任
で
あ
る
、

（
3
）
谷
川
敏
朗
『
良
寛
の
書
簡
集
』
春
秋
社
、
三
〇
1
l
u
z
o

（
4
）
吉
川
彰
準
「
大
忍
国
仙
和
尚
と
良
寛
」
（
象
山
社
『
良
寛
研
究
論
集
』
、

　
　
四
四

〇
頁
）
。

（
5
）
北
川
省
一
『
良
寛
、
法
華
経
を
説
く
」
恒
文
社
、
六
二
頁
。

（
6
）
竹
村
牧
男
『
良
寛
『
法
華
讃
」
評
釈
』
春
秋
社
、
四
三
頁
．
、

（
7
）
同
、
四
三
ー
四
四
頁
。

（
8
）
全
国
良
寛
会
会
報
『
良
寛
だ
よ
り
』
二
七
号
。

（
9
）
同
上
，

（
9
）
こ
の
表
現
は
『
妙
法
蓮
華
経
』
「
方
便
品
」
の
「
是
法
住
法
位
」
を
承

　
　

け
た
も
の
で
、
古
来
解
釈
が
分
か
れ
る
。
法
雲
、
智
顎
は
「
是
の
法
は
法

　
　
位
に
住
し
て
」
と
読
ん
で
、
「
法
位
」
を
法
雲
は
一
乗
と
解
し
、
智
顕
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
（
‘
）
四

　

真
如
と
解
し
た
。
詳
し
く
は
坂
本
・
岩
本
訳
注
『
法
華
経
』
（
上
）

　

文
庫
、
三
四
二
頁
を
参
照
せ
よ
。

（
1
）
長
谷
川
洋
三
『
良
寛
禅
師
の
真
実
相
』
名
著
刊
行
会
、
八
七
頁
。

（
1
）
同
、
1
0
一
頁
。

岩
波


